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役
立
つ
情
報
を
ご
提
供
し
ま
す
。
ぜ
ひ
綴
っ
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
や

ア
イ
デ
ア
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

台
風
19
号
が
襲
来
し
た
10
月
13
日
未
明
、
避
難
所
に

指
定
さ
れ
た
長
野
市
三
才
の
北
部
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
へ
避
難
す
る
長
沼
地
区
住
民
の
車

が
列
を
成
し
て
走
り
込
ん
で
来
ま
し
た
。
早
朝
４
時
こ

ろ
、
「
千
曲
川
が
決
壊
し
た
模
様
」
と
の
情
報
が
入
り
、

朝
方
に
は
古
里
地
区
の
人
た
ち
も
次
々
に
逃
げ
て
来
ま

し
た
。
同
パ
ー
ク
内
は
車
も
人
も
あ
ふ
れ
て
収
容
し
切

れ
な
く
な
り
、
他
の
避
難
所
へ
誘
導
す
る
状
況
に
至
り

ま
し
た
。

　

避
難
し
な
か
っ
た
家
族
が
浸
水
の
状
況
を
２
階
か
ら

写
メ
に
撮
っ
て
送
っ
て
く
る
の
を
不
安
げ
に
見
入
る
人
、

「
お
宅
が
流
さ
れ
て
来
て
、
う
ち
に
く
っ
つ
い
て
い
る
」

と
の
電
話
を
受
け
て
狼
狽
し
て
い
る
人
…
。
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
様
子
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
所
と
な
っ
た
パ
ー
ク
は
高
台
に
あ
り
、
夜
明
け

と
と
も
に
自
宅
付
近
に
目
を
向
け
る
避
難
者
の
人
垣
が

で
き
ま
し
た
。
で
も
、
遠
く
て
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
救

助
に
向
か
う
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
何
機
も
行
き
交
う
様
子

だ
け
が
見
え
ま
す
。

　

そ
の
日
か
ら
避
難
所
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
水
が

引
い
て
我
が
家
の
様
子
を
確
認
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
３
日
後
の
15
日
で
し
た
。
変
わ
り
果
て
た
状
況

を
見
て
、
み
ん
な
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
悪
夢
を
見
て

い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

長
野
県
下
の
被
害
状
況
は
死
者
５
名
、
全
壊
１
０
７
９

世
帯
、
半
壊
２
６
５
７
世
帯
、
一
部
損
壊
３
７
７
２
世

帯
を
出
し
ま
し
た
。
一
時
１
６
８
１
人
が
避
難
所
へ
身

を
寄
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
長
野
県
で
は
幾
度
と
な

く
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
未

曽
有
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
住
民
は
い
ま
ど
う

し
て
い
る
の
か
…
。

飯
伊
民
医
連
だ
よ
り
編
集
委
員　

太
田

秋
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
面
に
続
く
）

美しく色づいたのにもかかわらず地面に取り置かれたままのリンゴたちの悲しすぎる姿（12 月 14 日撮影）

台風 19 号　被災地長野からの報告台風 19 号　被災地長野からの報告

不安に包まれたまま 新しい年を迎えた被災地住民



　

（
１
面
の
続
き
）

　

長
沼
地
区
住
民
集
会

が
被
災
か
ら
２
カ
月
近

い
12
月
15
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。
ま
だ
作
業
に

追
わ
れ
る
日
々
の
な
か

で
、
主
催
し
た
住
民
自

治
協
議
会
は
ど
れ
ほ
ど

の
住
民
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
か
不
安
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
結
果
は
目
標
と
し
て

い
た
300
人
を
大
き
く
上
回
り
、
400

人
が
詰
め
か
け
て
会
場
の
長
沼
小

学
校
体
育
館
に
入
り
切
れ
な
い
ほ

ど
で
し
た
。
多
く
の
住
民
が
「
情

報
」
を
求
め
今
後
の
対
策
が
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
を
知
り
た
が
っ

て
い
る
こ
と
の
証
左
で
し
た
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
半
数
の
住

民
が
安
全
な
土
地
を
求
め
て
移
転

し
た
い
と
言
っ
て
い
る
と
の
情
報

も
あ
り
ま
す
。
再
び
決
壊
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
先
祖
代
々

の
こ
の
土
地
を
捨
て
て
も
安
全
な

所
へ
移
る
し
か
な
い
と
い
う
「
思

い
」
で
す
。
解
体
新
築
し
て
も
、

１
階
部
分
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

も
、
同
じ
目
に
遭
う
リ
ス
ク
が
あ

れ
ば
、
「
こ
の
土
地
を
離
れ
る
こ

と
も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
心

は
揺
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
が

進
行
す
れ
ば
、
人
々
は
バ
ラ
バ
ラ

に
な
り
長
沼
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
の
間
、
６
万
人
を
超
す
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
国
各
地
か
ら

長
野
市
に
入
り
、
泥
だ
し
な
ど
の

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
被
災
住

民
は
精
神
的
な
面
で
も
支
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
カ
月
余
が
過
ぎ
去
り
、
こ
れ

ま
で
の
無
我
夢
中
だ
っ
た
日
々
が

少
し
落
ち
着
い
た
い
ま
、
抱
え
き

れ
な
い
不
安
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
壊
れ
た
家
を
ど
う
す
る
か
、

生
活
を
ど
う
立
て
直
す
か
、
特
産

の
り
ん
ご
栽
培
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
…
。
そ
ん
な
や

り
き
れ
な
い
気
持
ち
、
疲
れ
果
て

た
精
神
状
態
の
ま
ま
新
し
い
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。　
　

（
５
面
参
照
）

　

飯
伊
民
医
連
だ
よ
り
編
集
委
員

 

太
田 

秋
夫

揺れ動く被災住民の心

不安の中集まった長沼地区住民集会

　

２
０
１
８
年
１
月
、
健
和
会
病

院
院
内
実
行
委
員
会
、
12
月
か
ら

長
野
県
民
医
連
実
行
委
員
会
に
よ

る
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
で
開
催
準
備

を
進
め
、
10
月
25
日
（
金
）
26
日

（
土
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
飯
田

市
文
化
会
館
を
会
場
に
て
開
催
。

　

大
会
基
調
テ
ー
マ
は
『
あ
き
ら

め
な
い
心
』
。
漫
画
ス
ラ
ム
ダ
ン

ク
の
安
西
先
生
に
扮
し
た
大
会
実

行
委
員
長
福
村
直
毅
医
師
が
開
会

挨
拶
。
特
別
講
演
「
あ
き
ら
め
な

い
心
」
は
、
看
護
学
生
と
し
て
学

ぶ
中
交
通
事
故
で
右
腕
を
失
い
な

が
ら
も
日
本
初
の
義
手
看
護
師
と

な
り
、
競
泳
代
表
選
手
と
し
て
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
伊
藤

真
波
さ
ん
を
講
師
に
１
日
目
が
ス

タ
ー
ト
。
初
企
画
の
昼
食
交
流
会

を
挟
ん
で
、
午
後
は
口
述
・
ポ
ス

タ
ー
発
表
分
科
会
。
そ
し
て
総
合

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
長
福
村
医
師

を
講
師
に
実
施
さ
れ
た
Ｖ
Ｅ
（
嚥

下
内
視
鏡
）
研
修
。
初
日
だ
け
で

も
盛
り
沢
山
の
内
容
は
大
好
評
で

し
た
。
会
場
内
に
は
医
工
連
携
企

業
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
研
究
成
果

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
口
述
発
表
・
ポ
ス

タ
ー
発
表
の
分
科
会
に
続
き
、
飯

田
市
美
術
博
物
館
客
員
研
究
員
の

坂
本
正
夫
氏
を
講
師
に
特
別
講
演

「
御
池
山
の
隕
石
ク
レ
ー
タ
ー
の

研
究
過
程
」
を
学
習
。
閉
会
式
で

は
、
２
０
２
０
年
度
開
催
の
茨
城

県
民
医
連
ス
タ
ッ
フ
に
無
事
バ
ト

ン
を
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　

24
日
（
木
）
夕
、
前
日
企
画
と

し
て
開
催
さ
れ
た
ミ
ニ
講
演
会
と

夕
食
交
流
会
で
は
、
和
田
浩
健
和

会
病
院
長
、
福
村
医
師
、
長
野
中

央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

中
野
友
貴
医
師
３
名
が
、
長
野
県

民
医
連
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
・

実
践
活
動
を
講
演
。
健
和
会
病
院

栄
養
科
手
作
り
に
よ
る
夕
食
は
大

人
気
で
し

た
。

　

飯
田
市

と
い
う
こ

の
辺へ

ん

ぴ鄙
な

土

地

に
、

台
風
15
号

19
号
の
大

災
害
直
後

の
時
期
、
開
催

当
日
は
一
体
ど

れ
だ
け
の
方
に

来
て
も
ら
え
る

の
か
危
惧
さ
れ

ま
し
た
が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
269
名
も
の
参
加
（
発
表
131
演
題
、

内
健
和
会
病
院
11
演
題
）
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
を
は
じ
め

ア
イ
デ
ア
・
工
夫
満
載
の
研
究
会

を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会 

事
務
局
長
、
健

和
会
病
院
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ

ン

科 

大
石 

恵

美

子

（
作
業
療

法
士
）

第
29
回
全
日
本
民
医
連
神
経
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会 

in 

長
野
２
０
１
９ポスターセッションの様子

上から伊藤真波氏、坂
本正夫氏、大会長 福
村直毅医師、口述発表 
福村弘子看護師　

「あ
き
ら
め
な
い
心
」
を
テ
ー
マ
に

②飯伊民医連だより　2020 年 1 月

大石恵美子ＯＴ
（大会事務局長）



③ 　飯伊民医連だより 2020 年 1 月

　

社
会
医
療
法
人
健
和
会
と
健
和

会
病
院
組
織
課
は
１
月
１
日
か
ら

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
組
織
課
長
に
下
島
隆
宏
が
任

命
さ
れ
、
「
健
康
友
の
会
事
務
局

長
」
の
任
務
と
併
せ
て
引
き
継
ぐ

こ
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
健
康
友
の
会
に
入
会
す
る
こ

と
は
〝
安
心
安
全
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
〟
に
入
る
こ
と
」
と
し
て
、
①

助
け
合
い
事
業
、
②
健
康
づ
く
り

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

昨
秋
の
拡
大
月
間
で
は
、
500
人
の

会
員
を
拡
大
、
ま
た
フ
レ
イ
ル
予

防
を
柱
の
一
つ
と
し
て
各
地
区
で

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

と
学
習
を
展
開
し
ま

し
た
。
今
ま
で
の
活

動
を
さ
ら
に
発
展
、

フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
予
防
に

取
り
組
み
、
各
地
区

で
の
測
定
で
蓄
積
さ

れ
る
デ
ー
タ
を
生
か

し
た
健
康
増
進
メ

ニ
ュ
ー
の
創
出
、
実

践
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

飯
伊
の
共
同
組
織

は
１
万
３
０
０
０
人

に
達
し
、
そ
の
う
ち

健
康
友
の
会
員
は

１
万
900
人
を
超
え
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
目
標
を
『
飯
田
下
伊

那
の
人
口
約
16
万
人
の
1
割
＝

１
万
６
０
０
０
人
』
と
し
、
さ
ら

な
る
拡
大
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み

ま
す
。
健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル

予
防
を
軸
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
支
部
活
動
・
健
康
班
会
を
盛
り

上
げ
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と
共
に
、

健
康
づ
く
り
・
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
知
恵
を

絞
り
奮
闘
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　

健
和
会
病
院　

組
織
課
長 
下
島 

隆
宏

秋
の
共
同
組
織
拡
大
強
化

秋
の
共
同
組
織
拡
大
強
化

月
間
の
成
果
は
？

月
間
の
成
果
は
？

　

「
飯
伊
民
医
連
秋
の
共
同
組
織

拡
大
強
化
月
間
（
２
０
１
９
年
９

月
～
12
月
）
」
で
は
、
共
同
組
織
・

職
員
の
奮
闘
に
よ
り
目
標
520
人
に

は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
450
人
の

新
会
員
を
迎
え
入
れ
（
86
・
５
％
）
、

１
万
３
３
７
８
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
「
フ
レ
イ
ル
予
防

活
動
」
を
学
び
取
り
組
む
こ
と
を

明
確
に
位
置
づ
け
、
「
フ
レ
イ
ル

と
い
う
言
葉
も
ま
だ
広
く
知
ら
れ

て
い
な
い
状
況
で
、学
習
が
必
要
」

と
、
健
和
会
病
院
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

を
講
師
に
、
学
習
を
旺
盛
に
展
開

（
10
／
10
飯
伊
民
医
連
共
同
組
織

活
動
交
流
集
会
：
「
豊
か
に
年
を

重
ね
る
た
め
に
」
講
師
：
宮
島
恵

樹
Ｐ
Ｔ
、
10
／
29
川
路
支
部
講
演

会
「
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
」
：

飴
田
亮
介
Ｐ
Ｔ
、
11
／
30
竜
丘
支

部
講
演
会
「
も
う
フ
レ
イ
ル
は
怖

く
な
い
」
：
早
野
愛
美
Ｐ
Ｔ
）
。

　

地
域
文
化
祭
で
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
位
置

づ
け
、
役
員
と
職
員
の
参
加
を
広

く
呼
び
か
け
て
10
地
区
で
の
実
施

を
実
現
。
支
部
企
画
で
の
測
定
を

合
わ
せ
る
と
約
450
名
も
の
み
な
さ

ん
の
測
定
に
携
わ
り
、
立
ち
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
施
し
た

立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
で
は
、
「
昨

年
よ
り
10
㎝
低
い
と
こ
ろ
か
ら

立
て
た
。
班
会
で
習
っ
た
ス
ク

ワ
ッ
ト
を
４
ヶ
月
続
け
た
成
果
か

な
。
う
れ
し
い
…
」
「
初
め
て
測

定
し
た
。
来
年
の
測
定
に
向
け
て

何
か
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
！
」
な
ど
積
極
的
な
感
想
が

続
々
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
は
チ
ェ
ッ

ク
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
こ

か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
今
回
事

務
局
で
は
、
測
定
結
果
を
可
能
な

限
り
記
録
し
、
取
り
組
み
の
成
果

を
比
較
で
き
る
よ
う
デ
ー
タ
化
し

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
川
路
支

部
、
竜
丘
支
部
で
は
何
と
「
約

30
％
も
の
方
が
フ
レ
イ
ル
状
態
に

あ
る
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

「
フ
レ
イ
ル
」
は
健
康
な
状
態

と
要
介
護
状
態
の
中
間
に
位
置

し
、
取
り
組
み
に
よ
っ
て
健
康
な

状
態
に
戻
せ
る
だ
け
で
な
く
、「
要

介
護
」
状
態
に
進
ま
な
い
よ
う
く

い
止
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。

２
０
２
０
年
も
、
月
間
の
成
果
を

土
台
に
、
み
な
さ
ん
ご
一
緒
に
「
フ

レ
イ
ル
予
防
」
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
！

　
　

健
和
会
病
院 

組
織
課 

近
藤　

健

21
・
老
福
連　

　

職
員
研
究
交
流
集
会
in
金
沢

　

ゆ
い
の
里
で
は
、
11
月
30
日
か

ら
12
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
、
石

川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

19
回
21
・
老
福
連
職
員
研
究
交
流

集
会
in
金
沢
」
に
職
員
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

21
・
老
福
連
（
正
式
名
称
：

「
21
世
紀
・
老
人
福
祉
の
向
上
を

目
指
す
施
設
連
絡
会
」
）
は
、
全

国
の
社
会
福
祉
法
人
、
老
人
福
祉

施
設
が
加
盟
す
る
連
絡
会
で
、
高

齢
者
福
祉
現
場
で
の
豊
か
な
援
助

実
践
と
公
的
福
祉
制
度
の
確
立
に

向
け
、
交
流
と
協
力
、
協
同
の
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

「
職
員
研
究
交
流
集
会
」
は
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で

多
く
の
施
設
が
参
加
し
て
お
り
、

今
年
は
約
300
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ゆ
い
の
里
か
ら
は
、
各
事
業
所

か
ら
日
頃
の
業
務
で
の
取
り
組
み

の
成
果
を
ま
と
め
た
５
本
を
事
例

発
表
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
は
、

全
国
の
各
施
設
で
の
取
り
組
み
が

発
表
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

ゆ
い
の
里 

ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路

 

事
務
長 

篠
田 

淳
治

共同組織と共に、安心安全のネットワー
クをさらに拡大し、平和で健康に安心し
て暮らせる社会をめざします！

中田武彦　近藤健　村松直美　下島隆宏　野口愛美
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病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
標
榜

さ
れ
て
い
る
全
24
科
の
内
、
小

児
科
を
含
む
19
科
を
一
手
に

担
っ
て
い
る
成
人
外
来
で
す
。

　

定
期
通
院
、
外
来
受
診
、
救

急
車
対
応
な
ど
、
毎
日
た
く
さ

ん
の
患
者
さ
ん
の
来
院
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
看

護
師
が
多
く
、
療
養
生
活
支
援

の
知
恵
や
工
夫
の
相
談
に
も
乗

り
ま
す
。
手
術
の
準
備
、
小
児

科
の
予
防
接
種
、
嚥
下
の
検
査

や
認
知
症
の
相
談
等
、
様
々
な

こ
と
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
時
も

あ
り
、
申
し
訳
な
く
思
い
な
が

ら
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
が
か

か
り
や
す
い
外
来
で
あ
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
声
を
か
け
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
健
和
会
病
院
に

も
若
い
医
師
が
増
え
つ
つ
あ

り
、
日
々
新
し
い
検
査
や
治

療
が
導
入
さ
れ
て
き
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
で
学
び
合
い
、

支
え
合
い
、
安
心
安
全
の
医
療

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
全
力
で

努
め
て
い
ま
す
。

　

時
に
厳
し
い
お
声
が
け
も
い

た
だ
き
ま
す
が
、

人
員
不
足
に
も
め

げ
ず
、
持
ち
前
の

元

気

と

明

る

さ

で
、
外
来
看
護
師

た
ち
が
今
日
も
外

来
フ
ロ
ア
ー
を
所

狭
し
と
飛
び
回
っ

て
い
ま
す
。

                                                               

外
来
看
護
課
長 

内
藤 

悦
子

健和会病院健和会病院 外来看護課 外来看護課

職場紹介　（38）
　
　

 

19
科
担
う
成
人
外
来

　
　

ベ
テ
ラ
ン
が
多
く  

様
々
な
対
応

　

み
な
さ
ん

は
ダ
イ
エ
ッ

ト
し
た
い
と

思
っ
た

時
、

ど
ん
な
方
法

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

ド
ッ
ク
・
健
康
診
断
を
受
診
さ

れ
、
昨
年
よ
り
体
重
が
減
少
し
て

い
る
方
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た

の
か
伺
っ
て
み
る
と
、
「
炭
水
化

物
を
減
ら
し
ま
し
た
」
と
い
う
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
米

な
ど
の
主
食
や
糖
質
の
多
い
食
品

を
避
け
る
「
糖
質
制
限
」
は
、
簡

単
で
取
り
組
み
や
す
く
、
痩
せ
る

効
果
が
得
ら
れ
や
す
い
こ
と
か

ら
、
数
あ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
方
法
の

中
で
も
人
気
の
あ
る
方
法
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 

し
か
し
、
糖
質
制
限
を
し
て
い

る
方
が
、
必
ず
し
も
良
い
結
果
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
事
例
も
多
い

と
い
う
の
が
実
態
で
す
。
体
重
は

確
か
に
減
っ
て
い
る
の
だ
け
れ

ど
、
お
か
ず
を
食
べ
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
た
め
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
と

か
、
ご
は
ん
を
減
ら
せ
て
も
甘
い

も
の
は
減
ら
せ
な
い
の
で
、
体
重

が
減
っ
て
も
検
査
結
果
に
は
改
善

が
な
か
っ
た
、
と
か
。
糖
質
を
気

に
す
る
あ
ま
り
、
糖
が
毒
に
見
え

て
き
て
、
一
切
糖
質
を
摂
ら
な
く

な
っ
た
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。

　

そ
の
方
は
、
１
年
で
体
重
が
10

㎏
も
減
り
、
血
糖
値
に
つ
い
て
改

善
は
さ
れ
た
の
で
す
が
、
急
激
な

体
重
減
少
を
経
験
し
た
せ
い
な
の

か
、
げ
っ
そ
り
と
し
た
痩
せ
方
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
体
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
糖
が
足
り
な

く
な
る
と
体
に
蓄
え
て
あ
る
糖
を

分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て

い
く
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
摂

取
し
て
い
る
糖
質
が
極
端
に
少
な

い
場
合
に
は
、
筋
肉
か
ら
分
解
さ

れ
筋
肉
量
自
体
が
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
筋
肉
が
減
る
と
代
謝
も
落

ち
て
し
ま
う
の
で
、
ま
す
ま

す
逆
効
果
で
す
。

　

最
近
で
は
、
様
々
な
デ
ー

タ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
、
極

端
な
糖
質
制
限
で
は
心
筋
梗
塞
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
糖
尿

病
学
会
で
も
、
糖
質
制
限
を
薦
め

る
医
師
と
反
対
す
る
医
師
は
半
々

で
意
見
は
二
分
し
て
い
ま
す
。

　

糖
質
制
限
の
カ
ギ
は
、
極
端
に

制
限
す
る
こ
と
で
は
な
く
「
適
量

な
糖
質
を
摂
る
こ
と
」
と
、
他
の

食
品
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
る
こ
と

で
す
。

　

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
で

も
、
糖
尿
病
の
治
療
ガ
イ
ド
で
も
、

１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
６
割
を

炭
水
化
物
か
ら
摂
る
こ
と
が
奨
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
際
に
は
、
炭
水
化
物
だ
け
を

減
ら
す
の
で
は
な
く
、
お
か
ず
な

ど
も
含
め
て
全
体
量
を
減
ら
し
て

い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

糖
質
制
限
で
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
方
も
、
炭
水
化
物
を
ゼ
ロ
に

す
る
と
い
う
よ
う
な
、
極
端
な
食

事
内
容
に
し
な
い
で
、
そ
の
落
と

し
穴
に
も
十
分
注
意
し
な
が
ら
安

全
に
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

健
和
会
病
院 

健
診
部
健
康
管
理
課
長 

野
上 

絵
美
（
保
健
師
）

保
健
師
の
つ
ぶ
や
き

保
健
師
の
つ
ぶ
や
き

糖
質
制
限
に
つ
い
て
考
え
る

①

「
手
軽
に
簡
単
ら
く
ら
く
レ
シ
ピ
」
は
今

回
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



　

台
風
19
号
に
よ
る
被
災
直
後
か

ら
避
難
所
運
営
、
在
宅
・
親
戚
避

難
者
の
支
援
活
動
を
す
る
中
で
気

づ
い
た
こ
と
を
今
後
へ
の
教
訓
と

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。（
１
面
参
照
）

○
「
共
助
」
に
よ
る
避
難
所
運
営

　

北
部
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
ク
（
長
野
市
三
才
）

の
避
難
所
は
一
時
300
人
を
超
す
被

災
者
が
生
活
し
、
メ
デ
ィ
ア
で
も

し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
避
難
所
運
営
が
軌

道
に
乗
り
始
め
た
の

は
３
日
目
の
10
月
15

日
（
火
）
午
後
か
ら
で

し
た
。
最
初
の
２
日
間
は
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
い
ま
し
た
。
地

元
区
の
役
員
、
赤
十
字
奉
仕
団
員

が
避
難
者
の
受
付
、
避
難
所
の
整

備
、
食
事
の
提
供
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

避
難
所
の
運
営
は
「
公
助
」
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

行
政
職
員
が
十
分
に
配
置
さ
れ
る

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
初

動
は
地
元
住
民
の
「
共
助
」
が
必

要
で
し
た
。

○
重
視
し
た
の
は
感
染
症
対
策

　

集
団
生
活
で
怖
い
の
は
感
染
症

で
す
。
初
日
か
ら
こ
の
点
を
重
視

し
、
被
災
者
に
支
給
さ

れ
た
お
弁
当
を
渡
す
と

き
は
、
必
ず
手
指
を
消

毒
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ト
イ
レ
も
履
き
替
え
て
も
ら

う
（
通
常
は
土
足
）
よ
う
に
し
、

頻
繁
に
消
毒
を
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
作
業
が
始
ま
る
と

泥
だ
ら
け
の
長
靴
で
戻
る
人
が
増

え
、
車
も
タ
イ
ヤ
か
ら
車
体
ま
で

泥
だ
ら
け
。
あ
ち
こ
ち
に
泥
が
落

ち
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急

に
高
圧
洗
浄
機
を
設
置
す
る
よ
う

市
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
気
づ
い

た
こ
と
は
提
案
し
、
す
ぐ
に
実
施

に
移
す
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
迅
速
さ
が
不
可
欠
で
す
。

○
行
政
の
手
が
届
か
な
い
避
難
者

の
支
援
を
ど
う
確
保
す
る
か

　

「
避
難
所
に
き
て
い
な
い
在
宅

避
難
者
や
親
戚
避
難
者
」
が
多
数

お
り
、
こ
の
人
た
ち
は
食
事
に
困

り
、
救
援
物
資
の
恩
恵
も
受
け
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

「
行
政
の
支
援
体
制
は
避
難
所

に
い
る
人
の
み
」
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ

う
し
た
人
た
ち
向
け
に

炊
き
出
し
と
物
資
提
供

で
支
援
す
る
活
動
を
始

め
ま
し
た
（
10
月
20
日

か
ら
）
。
大
規
模
災
害
に

お
い
て
、
避
難
所
利
用

者
以
外
の
被
災
者
を
ど

う
支
援
す
る
か
は
極
め

て
重
要
な
課
題
で
す
。

○
医
療
や
福
祉
の
専
門
家
の
活
動

　

避
難
所
へ
は
医
療
関
係
者
や
福

祉
関
係
者
が
次
々
に
入
り
、
被
災

者
の
ケ
ア
に
あ
た
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
人

た
ち
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
チ
ー
ム
は
11
月
下
旬
か
ら

被
災
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
し
て
「
集
い
の
場
」
（
サ
ロ

ン
）
を
運
営
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
へ
も
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
管
理
栄
養
士
、
弁
護
士

な
ど
の
専
門
家
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
専

門
家
の
寄
り
添
い
が
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
「
善
意
」
の
輪
の
広
が
り
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
し
く
み

　

「
自
分
も
何
か
支
援
し
た
い
」

と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で

物
資
や
募
金
を
集
め
て
い
る
人
た

ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
人

た
ち
は
、
そ
の
先
を
「
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」
分
か
ら
な
い
で
い
ま

し
た
。
私
た
ち
チ
ー
ム
は
被
災
住

民
と
直
接
か
か
わ
る
活
動
を
し
て

い
た
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
申
し
入
れ
や
集
ま
っ
た
物
資
・

募
金
を
チ
ー
ム
に
寄
せ
て
く
れ
る

人
た
ち
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
い
つ

し
か
、
私
た
ち
の
活
動
は
「
善
意
」

の
人
た
ち
と
被
災
住
民
と
を
結
び

つ
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
と

認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

被
災
者
支
援
に
は
、
こ
う
し
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
が
必
要
の
よ

う
で
す
。

○
ま
と
め

　

大
規
模
災
害
に
お
い
て
は
、
迅

速
な
対
応
が
不
可
欠
で
す
。
行
政

は
対
応
が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と

を
幾
度
と
な
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
と
め
る
と
、
「
民
間
の
力
」

を
フ
ル
に
発
揮
し
、
「
被
災
者
に

寄
り
添
う
こ
と
」
の
重
要
さ
で
す
。

そ
の
と
き
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

専
門
性
を
生
か
し
積
極
的
に
か
か

わ
る
人
が
多
く
出
る
こ
と
で
、
被

災
者
は
救
わ
れ
る
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。

長
野
市
穂
保
被
災
者
支
援
チ
ー
ム
代
表

太
田

秋
夫

大規模災害　支援活動から学ぶ教訓
「
公
助
」
に
頼
ら
ず
、
力
を
合
わ
せ
て
迅
速
な
対
応
を

「
公
助
」
に
頼
ら
ず
、
力
を
合
わ
せ
て
迅
速
な
対
応
を

専
門
性
を
活
か
し
積
極
的
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

ボランティアによる避難所運営（10 月１３日朝）

　初日（10 月 13 日）から地元の医師

2名に来てもらい被災者の相談に乗る

民間ボランティアによる炊き出し

⑤ 　飯伊民医連だより 2020 年 1 月
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２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
６
年

ま
で
「
ゆ
い
の
里
配
食
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
い
た
施
設
を
、
地
域
の
「
拠

り
所
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」

と
旧
配
食
セ
ン
タ
ー
の
向
か
い
に

あ
る
建
物
は
、
ゆ
い
の
里
の
障
が

い
者
支
援
事
業
所
「
七
和
の
里
」

が
運
営
利
用
し
て
い
ま
す
。
後
、

旧
配
食
セ
ン
タ
ー
の
利
用
と
合
わ

せ
て
、
〝
福
祉
の
広
場
〟
と
し
て

活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
の
「
拠
り
所
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
の
施
設
の

活
用
方
法
は
、
今
後
ゆ
い
の
会
や

職
員
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す

が
、
例
え
ば
、
高
齢
者
の
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
様
々
な
趣
味
の
教

室
、
絵
画
の
展
示
、
お
菓
子
づ
く

り
、
料
理
教
室
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ミ

ニ
映
画
上
映
、
食
事
会
他
何
で
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ

か
ら
独
居
の
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
人

ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
の
「
拠
り
所
」

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
政
府
が
検
討
し
て
い
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
「
介
護
１
、
２
外
し
」
で
、
多

く
の
高
齢
者
の
行
き
場
が
失
わ
れ

ま
す
。
こ
の
行
き
場
が
な
く
な
っ

た
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

の
〝
総
合
事
業
〟
が
受
け
皿
と
し

て
用
意
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
３

年
前
に
行
な
わ
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
「
要
支
援
１
、

２
外
し
」
の
状
況
を
見
る
と
大
変

不
安
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ゆ
い
の
里
で
は
、
今
検
討
さ
れ

て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
「
介
護
度
１
、
２
外
し
」

に
は
反
対
し
て
い
き
ま
す
が
、
も

し
こ
の
法
案
が
国
会
で
通
っ
て
し

ま
っ
た
際
に
は
、
こ
の
施
設
が
そ

の
受
け
皿
の
一
つ
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　
　

ゆ
い
の
里 

専
務
理
事

　

福
澤 

宏
敦

取り組み取り組み

「
配
食
セ
ン
タ
ー
」
が
地
域

の
「
拠
り
所
」
に
変
身

一
人
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
に
朗
報オレンジカフェのみなさん

飯
伊
民
医
連
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は
？

　

社
会
医
療
法
人
健
和
会
、
社
会

福
祉
法
人
ゆ
い
の
里
、
社
会
福
祉

法
人
は
や
し
の
杜
、
一
般
社
団
法

人
飯
田
ひ
ま
わ
り
企
画
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
だ
ま
り
は
全
日
本
民
医
連

に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

民
医
連
に
は
「
綱
領
」
が
あ
り
、

羅
針
盤
と
し
て
私
た
ち
の
活
動
の

方
向
性
、
社
会
的
使
命
を
示
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
０
年
２
月
に
そ

の
綱
領
が
改
訂
さ
れ
、
10
年
の
節

目
を
迎
え
る
２
０
１
９
年
度
は
全

職
員
が
綱
領
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

改
訂
さ
れ
た
綱
領
で
は
、
独
り

よ
が
り
の
運
動
で
は
な
く
、
多
く

の
個
人
・
団
体
と
連
携
し
、
手
を

結
ぶ
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
共
同
組
織
（
友
の
会
）
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
個
人
の

尊
重
、
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
を

定
め
た
憲
法
13
条
を
中
心
に
、
平

和
、
生
存
権
・
社
会
保
障
を
生
か

す
憲
法
の
考
え
を
根
幹
に
据
え
て

お
り
、
誰
に
も
理
解
し
や
す
く
、

多
く
の
人
の
共
感
を
呼
ぶ
綱
領
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
が
綱
領
に

沿
う
よ
う
な
中
長
期
計
画
・
年
次

計
画
を
定
め
、
各
職
場
で
は
そ
れ

を
具
体
化
す
る
実
践
を
日
々
行

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
所
・
職
場
で
新
し
い
技
術
を
導

入
・
開
発
し
、
安
心
と
安
全
性
を

強
化
し
、
患
者
さ
ん
の
病
気
を
治

し
、
生
き
が
い
を
高
め
、
人
と
し

て
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

金
銭
的
な
問
題
な
ど
で
医
療
機

関
を
受
診
で
き
な
い
人
を
出
さ
な

い
よ
う
に
、
無
料
低
額
診
療
事
業

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

社
会
医
療
法
人
健
和
会
だ
け
で

も
、
健
和
会
病
院
、
か
や
の
木
診

療
所
、
医
療
介
護
総
合
セ
ン
タ
ー

の
３
つ
の
事
業
所
が
あ
り
、
働
く

職
員
は
500
名
を
超
え
、
内
部
に
い

て
も
各
職
場
で
の
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
を
知
ら
な
い
こ
と
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
数
年
、
優
れ

た
取
り
組
み
を
職
員
間
で
共
有
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
の
ご
く
一
部
を
「　
　
　
　
　
　
　
　

民
医
連
綱
領
を
実
践
す
る
キ
ラ
リ

と
輝
く
取
り
組
み
」
と
し
て
、
今

回
の
飯
伊
民
医
連
だ
よ
り
で
特
集

し
ま
し
た
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
有
名
な
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
山
中
教
授
の
成
功
の

秘
訣
は
、
Ｖ:

V
i
s
o
n

（
ビ
ジ
ョ

ン
：
将
来
の
あ
り
た
い
姿
を
決
め

る
）
と
、
Ｗ:

w
o
r
k
 
h
a
r
d

（
ハ
ー

ド
ワ
ー
ク
）
を
実
践
し
た
か
ら
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
地
域
住
民
の
命
、

健
康
、
尊
厳
を
守
る
た
め
に
、
一

緒
に
な
っ
て
、
周
り
の
関
係
者
と

も
連
携
し
て
、
さ
ら
に
精
進
（
ハ
ー

ド
ワ
ー
ク
）
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

飯
伊
民
医
連
運
営
委
員
長 

牛
山 

雅
夫

　
　
　
　
　
　
　

（
社
会
医
療
法
人
健
和
会 

理
事
長
）

を実践する
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私
た
ち
が
仕
事
を
続
け
る
上
で

大
切
な
こ
と
は
健
康
で
働
け
る
こ

と
？ 

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
大
事
な

こ
と
で
す
が
…
。
日
々
の
楽
し
み

が
あ
る
、
楽
し
い
目
標
ま
で
の
期

間
を
頑
張
れ
る
、
と
い
う
の
も
仕

事
を
続
け
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

デ
イ
ケ
ア
に
来
て
い
る
方
々
の

中
に
は
リ
ハ
ビ
リ
に
通
う
こ
と
を

「
仕
事
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
さ
ん
は
50
代
の
男
性
。
脳
梗

塞
後
の
高
次
脳
機
能
障
害
で
デ
イ

ケ
ア
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
構
音

障
害
、
嚥
下
障
害
が
あ
り
、
生
活

の
中
で
も
制
限
が
か
な
り
あ
る
状

態
で
す
。
当
施
設
を
利
用
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
自
主
的
に
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
職
員

は
チ
ー
ム
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
リ

ハ
ビ
リ
を
進
め
、
作
業
所
を
利
用

で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
や

は
り
年
齢
的
に
も
若
く
、
年
配
の

方
々
が
多
い
デ
イ
ケ
ア
利
用
は
、

最
初
は
戸
惑
い
、
意
欲
も
持
て
な

い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
で

も
、や
は
り
生
活
の
マ
ン
ネ
リ
化
、

意
欲
の
低
下
が
み
ら
れ
、
み
ん
な

で
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。　

　

そ
ん
な
中
、
Ａ
さ
ん
と
生
活
を

ふ
り
返
っ
て
み
た
の

で
す
。
Ａ
さ
ん
が
仲
間

と
一
緒
に
ボ
ウ
リ
ン

グ
に
通
う
楽
し
い
時

期
が
あ
っ
た
こ
と
、
マ

イ
ボ
ウ
ル
を
持
っ
て

い
た
な
ど
の
話
を
聞

け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
ヒ
ン
ト
に
、
生
活
の

中
で
楽
し
み
を
加
え

2020 年 1 月

る
こ
と
で
意
欲
も
変
わ
る
の
で
は

と
考
え
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
行
く
こ

と
を
目
標
に
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行

な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
職
員
は
ボ
ー
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
調
整
や
投
て
き
後
の

ふ
ら
つ
き
な
ど
様
子
を
見
な
が

ら
、
日
々
ボ
ウ
リ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ

に
し
ば
ら
く
傾
注
。
他
の
利
用
者

さ
ん
に
も
声
が
け
し
て
、
日
程
調

整
を
行
な
い
、
総
勢
５
名
の
参
加

に
よ
り
、
遂
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で

の
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
実
現
し
た
の

で
し
た
。

　

当
日
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
向
か

う
車
で
Ａ
さ
ん
は
非
常
に
良
い
表

情
で
、
「
ス
コ
ア
は
い
く
つ
く
ら

い
を
め
ざ
し
た
い
で
す
か
？
」
と

の
問
い
に
、
「
100
く
ら
い
…
」
と

ニ
コ
ニ
コ
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
開
始
時
に
は
大
会
主
催

者
と
し
て
挨
拶
し
て
い
た
だ
き
、

担
当
ケ
ア
マ

ネ
さ
ん
も
来

て

見

守

っ

て
い
た
だ
く

中
、
ゲ
ー
ム

は

ス

タ

ー

ト
。
で
す
が
、

実
際
に
ゲ
ー

ム
が
始
ま
っ

て

み

る

と
、

レ
ー
ン
の
長
さ
へ
の
対
応
が
難
し

く
、
ガ
ー
タ
ー
の
多
い
ゲ
ー
ム
運

び
に
。
当
初
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
違

い
に
Ａ
さ
ん
は
だ
ん
だ
ん
と
元
気

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
感
じ
で
し

た
。
結
果
、
ス
コ
ア
は
35
。
そ
れ

で
も
、
帰
宅
の
際
に
は
「
ま
た
来

た
い
」と
の
声
。
良
か
っ
た
。
「
二

度
と
来
な
い
」
な
ん
て
Ａ
さ
ん
か

ら
話
さ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
ま
た
新

た
な
目
標
が
で
き
、
「
ま
た
ボ
ウ

2020 年

キラリキラリと輝く

リ
ン
グ
に
来
て
ス
コ
ア
を
伸
ば
し

た
い
！
」
そ
ん
な
楽
し
み
が
構
築

で
き
た
の
で
は
？

　

そ
ん
な
風
に
思
い
な
が
ら
、
生

活
へ
の
意
欲
が
ま
た
出
る
こ
と
や

何
か
変
化
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

を
切
に
祈
り
な
が
ら
、
み
ん
な
で

様
子
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ま
た
行
き
ま

し
ょ
う
ね
！

　

か
や
の
木
診
療
所 

デ
イ
ケ
ア 

主
任 

水
上
剛
教
（
介
護
福
祉
士
）

「
み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
に

行
き
ま
し
ょ
う
ね
」

目
標
を
持
っ
て
生
活
に
意
欲
が

民医連綱領

　

２
０
１
４
年
か
ら
月
１
回
発
行

し
て
い
る
「
か
な
え
ひ
ま
わ
り
薬

局
広
報
誌
」
『
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
』

が
、
こ
の
１
月
で
第
65
号
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
み
な
さ

ん
、
も
う
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
か
？

　

広
報
誌
『
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
』

は
、
健
康
情
報
を
中
心
に
様
々
な

話
題
を

読
者
に

提

供
・

発
信
し

て
い
ま

６
年
目
に
突
入
し
た
『
ひ
ま

わ
り
の
た
ね
』

定
期
発
行
で
65
号
を
迎
え
る

す
。
例
え
ば
、
前
号
で
は
原
水
禁

世
界
大
会
に
参
加
し
た
わ
が
薬
局

事
務
職
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
熊
谷

美
咲
さ
ん
が
、
平
和
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
薬
局
内

の
企
画
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
広
報
誌
の

定
期
発
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

薬
局
の
待
合
に
は
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
が
設
置
し
て
あ
り
、
健
康
友

の
会
班
会
で
も
広
く
お
配
り
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
是
非
手
に

と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
も
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
愛
さ
れ

読
ん
で
い
た
だ
け
る
お
も
し
ろ
い

紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

　

か
な
え
ひ
ま
わ
り
薬
局　

薬
局
長　

吉
川 

美
香
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小

平

睦

月

と

申

し

ま
す
。
出
身

は
高
森
町
、

初

期

研

修

後
に
兵
庫
県
明
石
市
で
循
環
器
診

療
に
従
事
し
て
お
り
、
昨
年
10
月

か
ら
健
和
会
病
院
に
着
任
し
ま
し

た
。
前
任
の
病
院
で
は
不
整
脈
診

療
を
主
に
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
頻
脈
性
不
整
脈
の
治
療
で

あ
る
「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
心
筋
焼
灼
術
）
」
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

心
臓
は
全
身
に
血
液
を
送
る
ポ

ン
プ
の
役
目
を
し
て
お
り
、
筋
肉

の
塊
で
す
が
、
実
は
〝
電
気
〟
で

動
い
て
い
ま
す
。
心
臓
の
中
に
は

発
電
所
（
洞
結
節
）
と
電
気
回
路

（
刺
激
伝
導
系
）
が
あ
り
、
電
気

が
流
れ
る
こ
と
で
心
臓
が
動
き
、

一
定
の
リ
ズ
ム
で
血
液
を
送
り
出

し
ま
す
。
不
整
脈
と
は
、
こ
の
発

電
所
―
電
気
回
路
の
異
常
が
原
因

で
起
こ
る
も
の
で
、
異
常
な
、
も

し
く
は
別
の
発
電
所
が
あ
っ
た

り
、
異
常
な
興
奮
が
旋
回
す
る
回

路
が
形
成
さ
れ
る
と
「
頻
脈
」
に

な
り
ま
す
（
頻
脈
性
不
整
脈
）
。

　

「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
と
は
、
頻
脈
性
不
整
脈
の
代

表
的
な
根
治
術
で
、
カ
テ
ー
テ
ル

を
足
・
首
の
血
管
を
通
じ
て
心
臓

に
挿
入
し
、
異
常
な
発
電
所
や
回

路
を
高
周
波
で
心
筋
も
ろ
と
も
焼

き
切
っ
て
し
ま
う
治
療
で
す
。
言

葉
で
書
く
と
非
常
に
単
純
で
す

が
、
実
際
の
治
療
は
少
し
複
雑
で

す
。
心
臓
の
電
気
回
路
は
超
音
波

や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
（
肉
眼
で
も

見
え
ま
せ
ん
）
、
実
際
に
心
臓
の

中
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
配
置
し
て
、

電
気
の
流
れ
を
読
み
取
っ
て
異
常

な
部
位
を
診
断
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
カ

テ
ー
テ
ル
を
体
内
に
挿
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
治
療
も
数
時
間
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
不
整
脈
の

種
類
に
よ
っ
て
は
、
難
治
性
の
も

の
も
あ
り
、
ま
た
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
や
心
破
裂
の
合
併
症
の
可
能

性
が
あ
る
治
療
で
、
気
軽
に
で
き

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
着
任
に
あ
た
り
、
健
和

会
病
院
で
も
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
立
ち
上
げ
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で

す
が
み
な
さ
ま
の
安
全
で
有
益
な

治
療
を
提
供
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
以
外
で
も
不

整
脈
の
診
断
や
徐
脈
性
不
整
脈
の

対
応
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の

で
、
〝
街
の
元
気
な
電
気
屋
さ
ん
〟

へ
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

健
和
会
病
院 

循
環
器
科 

小
平 

睦
月

「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
部
門
を
立
ち
上
げ

　

特
養
は
や

し
の
杜
で
は
、

「
落
ち
着
け
る

居
心
地
の
い

い
空
間
づ
く

り
」
を

意
識

し
、
「

設
し
つ
ら

え

」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

開
設
当
初
は
な
か
な
か
手
が
付

け
ら
れ
な
い
課
題
で
し
た
が
、
ユ

ニ
ッ
ト
会
議
で
話
し
合
っ
た
り
、

取
り
組
み
の
進
ん
で
い
る
施
設
を

見
学
し
た
り
し
て
、
全
職
員
に
よ

る
学
び
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
落
ち
着
い

た
空
間
の
提
供
」
「
和
を
基
調
と

居
心
地
の
い
い
空
間
づ
く
り

を
実
現

す
る
」
「
本
物
志
向
」
「
そ
れ
ぞ
れ

の
ユ
ニ
ッ
ト
の
特
色
を
出
す
」
と

し
、
多
角
的
に
検
討
を
重
ね
て
き

て
い
ま
す
。
「
一
人
一
人
の
深
い

想
い
は
あ
っ
て
も
、
予
算
が
な
い
」

と
い
う
の
が
最
大
の
問
題
で
す
。

そ
こ
で
、
３
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
一

遍
に
設
え
る
の
で
は
な
く
、
毎
年

１
ユ
ニ
ッ
ト
ず
つ
設
え
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
５
年
が
経
過
し

て
入
居
者
、
ご
家
族
か
ら
「
殺
風

景
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
き
た
ね
」「
雰

私
は
街
の
元
気
な
電
気
屋
さ
ん

囲
気
が
よ
い
」
等
の
反
応
を
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
全
体
を
設
え
る
に
は
ま
だ

ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ご
家

族
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
居
者
に
「
自
分
の
家
、
自
分
の

部
屋
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
心
地
よ
さ
、
居
心
地
の
よ

さ
を
追
求
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

特
養
は
や
し
の
杜 

リ
ー
ダ
ー 

　

知
久 

洋
介 

橋
爪 

正
吾

自
分
の
家
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　

懐
深
い
「
赤
沢
美
林
」
で
森
林
浴

　

友
の
会
高
森
支
部
旅
行
は
11
月

７
日
（
木
）
、
木
曽
の
赤
沢
美
林

（
赤
沢
自
然
休
養
林
・
保
存
林
）
へ
。

バ
ス
は
清
内
路
峠
を
越
え
て
寝
覚

め
の
床
を
見
学
。
終
わ
り
か
け
の

紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
、
深
い
原
生

林
の
杜
へ
分
け
入
っ
て
行
き
ま
し

た
。

　

到
着
し
た

赤
沢
美
林
で

は
、
昔
木
材

運
搬
に
使
わ

れ
て
い
た
森

林
鉄
道
を
復

活
さ
せ
た
小

さ
な
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
車

と
客
車
で
運

行

し

て

い

る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
り
時
速
７

㎞
で
緑
の
木
立
の
中
を
走
行
、
樹

齢
300
年
を
超
え
る
天
然
林
木
曽
檜

(

ひ
の
き)

の
大
木
が
連
な
る
森

の
中
を
散
策
し
な
が
ら
、
天
然
林

の
森
か
ら
降
り
そ
そ
が
れ
る
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
シ
ャ
ワ
ー
に
よ
る
森

林
浴
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

帰
り
は
、
車
窓
か
ら
「
木
曽
の

桟か
け
は
し

」
の
石
積
み
を
見
学
。
国
道

19
号
沿
い
に
あ
る
木
曽
福
島
町
民

相
撲
場
（
出
羽
海
部
屋
木
曽
合
宿

所
）
で
記
念
写
真
を
撮
影
。
宮
ノ

越
宿
の
巴
ヶ
淵
に
も
立
ち
寄
り
、

塩
尻
回
り
で
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
三
人
の
方
が
健

康
友
の
会
に
入
会
し
て
く
だ
さ

り
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。　

　
　

健
康
友
の
会 

高
森
支
部

　
　
　

事
務
局
長 

石
塚 

む
つ
み 
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三
歳
児
健
診

の
帰
り
、
娘
が

な
か
な
か
車
に

乗
り
た
が
ら
な

い
。
私
は
イ
ラ
イ
ラ
し
、
強
く
車

の
ド
ア
を
閉
め
た
。
「
痛
い
‼
」

娘
の
指
が
ド
ア
に
は
さ
ま
れ
て
い

る
で
は
な
い
か
。
指
が
ち
ぎ
れ
て

し
ま
っ
た
と
思
っ
て
気
が
動
転

し
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぼ
う
と

思
っ
た
。
が
、
仮
に
も
私
は
医
者

だ
。
何
も
確
認
も
せ
ず
呼
ぶ
の
は

は
ず
か
し
い
と
思
い
娘
の
指
を
確

認
す
る
と
、
人
差
し
指
の
先
が
赤

く
な
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

「
ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
、
お

母
さ
ん
が
悪
か
っ
た
ね
」
と
娘
に

何
度
も
謝
っ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に

娘
が
、
「
ち
が
う
よ
。
お
母
さ
ん

は
悪
く
な
い
よ
」
「
え
っ
？
」
「
車

が
悪
い
ん
だ
よ
」
ふ
だ
ん
は
何
で

も
私
の
せ
い
に
す
る
娘
が
、
こ
の

と
き
だ
け
は
私
の
せ
い
で
は
な
い

と
言
っ
た
。
確
認
を
せ
ず
ド
ア
を

閉
め
た
の
は
私
で
、
誰
が
見
て
も

悪
い
の
は
私
な
の
に
…
。
そ
の
人

差
し
指
が
治
る
ま
で
、
「
ご
め
ん

ね
」
と
謝
る
た
び
に
、
「
違
う
よ
。

車
が
悪
い
ん
だ
よ
」
と
ず
っ
と

言
っ
て
い
た
。

　

「
鬼
畜
の
家
」
（
石
井
光
太
著　

新
潮
文
庫
）
。
こ
の
本
は
児
童
虐

待
を
数
件
丁
寧
に
取
材
し
た
ル
ポ

で
あ
る
。
虐
待
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
う
子
ど
も
と
そ
の
親
の
生
い
立

ち
ま
で
丹
念
に
書
か
れ
て
い
る
。

衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
虐
待
し
て

子
ど
も
を
死
な
せ
て
し
ま
う
親
も

ま
た
、
幼
少
時
に
激
し
い
虐
待
を

受
け
て
い
た
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
虐
待
さ
れ
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
子
ど
も
が
、
虐
待
を
受
け
て
な

お
親
を
許
し
親
の
愛
情
を
欲
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

娘
が
私
の
せ
い
で
は
な
い
と

言
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
私
は

救
わ
れ
た
。
お
そ
ら
く
指
が
ち
ぎ

れ
て
し
ま
っ
て
い
て
も
、
私
の
せ

い
で
は
な
い
と
言
っ
た
と
思
う
。

無
償
の
愛
と
い
う
の
は
、
親
が
子

ど
も
に
無
条
件
に
与
え
る
愛
と

思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
逆
で
、

子
ど
も
が
親
に
無
条
件
に
与
え
る

愛
で
も
あ
る
、
と
感
じ
て
い
る
。

無償の愛

子
ど
も
が
親
に
無
条
件
で
与
え
る
こ
と
も

健
和
会
病
院 

内
科　

 

伊 

壺 

友 

希

伊那谷健康友の会　1 月、 2 月の予定

●高森支部　医療講演会

　２月 15 日（土）13：30 ～ 15：15　高森町民族資料館

　講演テーマ：「不整脈について」健和会病院 内科 小平 睦月 医師

○バランスボール、筋力アップ教室にお出かけください！

　・鼎支部　毎週水曜日　　　 10：00 ～ 11：00　かなえの里ホール

　・山本支部 1 月 23 日（木）　10：00 ～ 11：00　東平防災センター

　　　　　　 2 月 27 日（木）　10：00 ～ 11：00　東平防災センター

　・高森支部 1 月 18 日（土）  10：00 ～ 11：00　高森公民館

　　　　　　 2 月 15 日（土）　10：00 ～ 11：00　高森公民館

　・かやの木筋力アップ体操

　　　　　　 1 月 8 日（水） 　17：30 ～ 18：30　かやの木診療所

　　　　　 　2月 12 日（水）　17：30 ～ 18：30  かやの木診療所

　　※どの会場も、どなたでも参加できます。

○ 各地域の文化祭で「フレイルチェック（健康チェック）」を受ける

ことができます。

　・松尾地区文化祭　 2 月 1 日（土）13：00 ～ 15：00　松尾公民館

　・下久堅地区文化祭 3 月 1 日（日）10：00 ～ 12：00　下久堅公民館

　

ゆ
い
の
里
の
地
元
、
飯
田
市
龍

江
地
区
で
12
月
１
日
、
伝
統
あ

る
「
龍
江
絆
駅
伝
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

全
22
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
７
区
間

計
15
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
襷(
た
す

き)

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
ゆ
い
の
里

チ
ー
ム
は
、
ア
ン
カ
ー
の
第
７
区

ま
で
優
勝
争
い
を
演
じ
、
勝
負
は

ゴ
ー
ル
直
前
ま
で
も
つ
れ
込
み
ま

 
龍
江
絆
駅
伝
に
参
加

●第 23 回長野民医連共同組織活動交流集会●

開催日時：3月 14 日（土）10：00 ～ 15：00

開催場所：岡谷市男女共同参画センター・あいとぴあ

メインテーマ：「共同の力で、憲法をいかし平和・人権、いのちとくらしを守ろう」

記念講演：「真実と闘いの実践 ～そして、私たちのまちづくり～」

　　　　　講師：望月 衣塑子 氏（東京新聞記者）

※参加費：1,000 円（各共同組織負担）送迎バスを準備します。

　　参加される方は事務局までお問い合わせください。

問い合わせ先：伊那谷健康友の会事務局：0265-53-7252

し
た
。
写
真
判
定
の
結
果
、
ゆ
い

の
里
は
つ
い
に
念
願
の
『
総
合
優

勝
』
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

ゆ
い
の
里
の
職
員
と
家
族
で
結

成
さ
れ
た
今
大
会
の
チ
ー
ム
。
ゆ

い
の
里
の
〝
絆
〟
の
強
さ
が
表
れ

た
結
果
と
な
り
、
大
き
な
喜
び
と

元
気
を
大
勢
の
み
ん
な
で
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゆ
い
の
里
ハ
ー
ト
ヒ
ル
川
路

 

事
務
長 

篠
田 

淳
治

念願の総合優勝を勝ち取る
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早
く
退
陣
を
！

　

「
桜
を
見
る
会
」
が
話
題
に
な

り
、
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
税
金
で
実
施
さ
れ
る
行
事
な

の
に
、
公
私
混
同
も
甚
だ
し
い
。

国
政
の
ト
ッ
プ
は
長
期
政
権
に

胡
坐
を
か
き
、
傲
慢
に
な
っ
て
い

る
。
早
く
退
陣
し
て
く
れ
！

（
杉
山　

行
孝
）

集
ま
る
だ
け
で
フ
レ
イ
ル
予
防

　

月
１
回
。
お
よ
り
て
ハ
ウ

ス
（
一
人
暮
ら
し
会
員
の
家
）

に
寄
り
合
っ
て
健
康
友
の
会

班
会
。
何
も
持
っ
て
こ
な
く
て

い
い
よ
と
言
っ
て
も
い
ろ
ん
な

も
の
が
テ
ー
ブ
ル
に
寄
せ
ら
れ

て
、
顔
を
合
わ
せ
た
と
た
ん
、

に
ぎ
や
か
な
女
子
会
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
前
回
は
「
フ
レ
イ
ル
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
。「
な
に
、
そ
れ
？
」「
こ

う
や
っ
て
集
ま
る
だ
け
で
フ
レ

イ
ル
予
防
ね
」

（
ち
い
さ
い
ば
あ
ば
）　

社
会
と
の
つ
な
が
り
を

　

フ
レ
イ
ル
の
最
初
の
引
き
金

が
〝
社
会
と
の
つ
な
が
り
〟
の
減

少
と
の
牛
山
先
生
の
お
話
、
し
っ

か
り
心
に
留
め
て
お
こ
う
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　

（
き
み
ち
ゃ
）

　

買
い
物
は
自
転
車
で

健
康
の
た
め
に
天
気
が
良
け
れ

ば
買
い
物
は
自
転
車
で
行
っ
て

い
ま
す
。
遠
い
お
店
だ
と
往
復
20

㎞
。
景
色
も
楽
し
め
て
体
力

も
つ
き
ま
し
た
。
（
り
ん
ご
）

若
い
力
に
感
謝

　

「
竜
峡
中
学
校
の
ア
ル
ミ

缶
と
牛
乳
パ
ッ
ク
で
、
ゆ
い

の
里
に
テ
ー
ブ
ル
ワ
ゴ
ン
３

台
の
寄
贈
」
を
知
り
感
激
。

若
い
力
に
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　

（
ま
ど
ミ
ミ
子
）

ま
ず
は
脚
か
ら

　

「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

た
11
月
号
で
し
た
。
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
徐
々
に
本
人
が
無

意
識
の
う
ち
に
進
行

し
て
い
く
恐
ろ
し
さ
。

　

自
分
で
意
識
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

　

タ
テ
の
カ
ギ

２　

寿
司
で
ご
飯
と
一
緒
に
握
る

具
材
全
般
を
さ
す
言
葉
。

３　

１
月
２
日
の
す
り
初
め
に

は
、
白
髪
に
な
る
ま
で
健
康
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
願
い
、
長

○
○
を
す
っ
て
食
べ
る
。

４　

成
分
は
咳
や
痰
な
ど
喉
の
炎

症
に
効
く
と
さ
れ
、
の
ど
飴
に

配
合
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

６　

乾
燥
す
る
季
節
真
っ
只
中
。

こ
れ
を
行
な
い
風
邪
予
防
を
。

７　

〇
〇
〇
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
身
体

と
心
を
和
ら
げ
る
。
〇
〇
〇
茶
。

９　

地
球
表
面
の
一
部
、
ま
た

は
全
部
を
記
号
化
し
、
平
面

上
に
表
現
し
た
も
の
。

10 　

喜
び
と
怒
り
、
悲
し
み
と

楽
し
み
。
○
○
哀
楽
。
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郵
便
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
解
答
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
に
は
記

念
品(

図
書
券)

を
お
届
け

し
ま
す
。(

正
解
者
多
数
の

場
合
は
抽
選)

　

本
誌
の
感
想
、
ご
意
見
を

お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。
本

誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。
匿
名
希

望
者
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

〈宛先〉〒 395-0801 飯田市鼎中平 1905-5 飯伊民医連

11
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
方
に
応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽
選
で
次

の
方
々
に
図
書
券
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
〈
当
選
者
〉　

市
瀬
富
子
、
上
村
美

桜
、
桐
生
ク
ー
、
都
筑
胤
男
、
松
尾
美

知
子
（
敬
称
略
）

11
月
号
の
解
答　

モ
ミ
ジ
ガ
リ

　
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

実
が
お
米
で
、
水
田
で
栽
培

す
る
。

３

10
本
の
触
手
を
持
つ
海
に
棲

む
生
き
物
。

５　

下
伊
那
郡
北
部
に
あ
る
町
。

市
田
柿
発
祥
の
里
。

８ 　

蒸
し
た
も
ち
米
を
臼
に
入

れ
、
杵
で
つ
く
。

11 

英
語
で
「w

a
t
e
r

」
と
言
う
。

12 　

家
の
中
で
床
を
張
ら
ず
、
土

足
で
歩
く
場
所
。

飯
伊
民
医
連

応
募
締
切
り
は

２
月
７
日(

必
着)

ク

ロ
ス

ワ

ー
ド

パ
ズ
ル

読者の声読者の声

ず
は
脚
か
ら
衰
え
を
防
止
す
る
努

力
を
せ
ね
ば
。　

（
ポ
コ
ち
ゃ
ん
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝

　

北
信
地
域
で
は
と
て
も
す
ご
い

被
害
で
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ

る
方
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
遠

い
県
か
ら
の
応
援
に
来
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
寄
付
で
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　
　
　
　

（
二
村
圭
子
）

解答
a b c d e

a

e

dc b

等々力宮子さん

憲法 9条を守る

2．15 憲法学習会

憲法いいね ! 9 条いいね !

講師：伊藤千尋氏（九条の会世話人・

　　　　国際問題ジャーナリスト）

日時：2月 15 日（土）13：00 ～

会場：飯田市上郷公民館 ２階講堂 

     ※資料代 200 円


